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日立インターメディックス株式会社 

社会インフラシステムに対する安全・安心の基準が大き
く変わりつつあります。21世紀になり，自然災害やパン
デミックなど地球規模の異常現象や，テロや他国からの武
力攻撃，さらには，情報システムへの攻撃であるサイバー
攻撃など，さまざまな脅威の存在が明らかになりました。
このような多様な脅威からシステムを守り，継続してサー
ビスを提供することがこれまで以上に求められています。
社会インフラシステムが複雑になり，また，それらに対
する脅威が多様化している今日においては，あらかじめす
べての異常状態を想定して対処することはほぼ不可能で
す。これからは，私たちの想像を超えた事象が発生する可
能性も考慮して，それらに備える必要があります。その際
に重要になるのは，平常時（平時）と緊急時（有事）の活動
を境界なく結びつける危機管理の考え方です。すなわち，
常日頃からの危機的状況を想定した訓練と，危機に際して
の的確な状況判断や指揮系統を通した適切な対処機能で
す。東日本大震災での自衛隊の活躍も，日頃の訓練と被災
地での的確な判断の賜物と言えるでしょう。
日立グループは，これまで長年にわたり，社会インフラ
システムの構築，維持・管理に携わってまいりました。本
特集では，社会インフラシステムの安全・安心を確保する
技術，製品，ソリューションをご紹介します。ここでは，
防衛分野で用いられている危機管理の概念を取り入れるこ
とで，予期せぬ事象への柔軟な対応と，日頃の訓練の成果
を蓄積して有事の際に活用する手段なども含めてご説明し
ます。
社会インフラシステムの安全・安心に関する項目は多岐
に渡ります。本特集では，日立グループの活動の中から，
近年いっそう重要となっている，（1）自然災害やテロ活動
から市民を守る危機管理システム，（2）情報システムや
ネットワークへの攻撃を阻止するサイバー空間防護，（3）
地球環境を保全しつつエネルギー問題などを解決する地球
環境保全・エネルギー確保，（4）過酷な環境下で人間の活
動を支援する特殊システムなどについて取り上げました。
本特集を通じて，日立グループが提唱する安全・安心に
ついてご理解いただくとともに，皆様のビジネスと世界の
安全の一助となれば幸いです。
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